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今回自宅療養となりました。自宅療養を行うにあたって、ご協力頂きたいこ

とがありますので、よろしくお願い致します。この手引き書には、「自宅療養に

おける健康観察について」「自宅療養にあたっての感染予防」について説明して

あります。担当看護師より説明を受けて頂き、確認等ありましたら、その都度

お願いします。安心して自宅療養が行えるように、支援していきたいと思いま

す。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

✔ 自宅療養における健康観察について 

１ 健康観察の連絡 

１）当院からの直接電話による健康観察 

症状の改善していない方、高齢者や基礎疾患をお持ちの方に関しては、当院

から電話連絡をします。 

1 日 1 回 ９時頃に行います 

   

２）１）以外の方はハーシス（HER－SYS）による自動架電かマイハーシス（MY 

HER－SYS）による健康チェックになります 

※ 詳しくは、P５～10 を参照下さい 

 

２ 健康観察事項は次の項目です 

□体温 健康観察の連絡が入る前には測定をお願いします。 

□呼吸器症状（咳・息が苦しい） 

□その他（頭痛・全身倦怠感・筋肉痛など） 

 

３ 注意する症状 

以下に示すような兆候を認めるときは、症状が悪化している可能性がありま

す。下記の連絡先に連絡を入れるか、緊急性が高い場合には、救急車を要請

してください。 

 

 

 

 

 □ 顔色が明らかに悪い         □ 唇が紫色になっている 

 □ いつもと違う、様子がおかしい    □ いきが荒くなっている   

□ 急に息苦しくなった         □ 少し動いただけで息苦しい 

 □ 胸の痛みが続いている 

 □ 横になれない、座らないと息ができない 

□ 肩で息をしている          □ ゼーゼーしはじめた 

 □ ぼんやりしている（反応が弱い）    □ もうろうとしている（返事がない） 

 □ 脈がとぶ、脈のリズムが乱れる感じがする 
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４ 連絡・相談先  

※代表に電話し、自宅療養者であることを伝え、相談内容に応じて該当部署

につないでもらって下さい。 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立北部病院 ０９８０－５２－２７１９（代表） 
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✔ 自宅療養にあたっての感染予防 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルス感染症者の自宅療養を行う場合 

家庭内でご注意頂きたいこと 

～８つのポイント～ 

一般社団法人日本環境感染学会とりまとめを一部改変）令和 2年 3 月 1日 

部屋を分けましょう 

◆ 個室にしましょう：食事や寝るときも部屋を別室にしてください 

・子どもがいる方、部屋数は少ない場合など、部屋を分けられない場合は、少なくとも 2m 以

上の距離を保ったり、仕切りやカーテンなどを設置することをお勧めします。 

・寝るときは頭の位置を互い違いになるようにしましょう 

◆ ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう 

・トイレ、バスルームなど共有スペースの利用は最小限にしましょう 

感染者お世話はできるだけ限られた方で対応 

◆ 高齢者、基礎疾患を有する方、妊娠している方が感染者のお世話をすることは避けてくだ

さい。 

マスクをつけましょう 

◆ 使用したマスクは他の部屋に持ち出さないで下さい 

◆ マスクの表面に触れないようにしてください 

 ・マスクを外す際には、ゴムや紐をつまんで外しましょう 

◆ マスクを外した後は必ず石鹸で手をあらいましょう 

・マスクが汚れたときは、すぐに新しい清潔な乾燥したマスクと交換 

・マスクがないときなどに咳やくしゃみをする際はティッシュなどで口と鼻を覆う 

こまめに手をあらいましょう 

◆ こまめに手を洗いましょう、アルコール消毒をしましょう 

 ・洗っていない手で目や鼻、口などを触らないようにしてください 
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換気をしましょう 

◆ 定期的に換気して下さい 

 ・共有スペーシや他の部屋も窓を開け放しにするなど換気を心がけましょう 

手で触れる共有部分を消毒しましょう 

◆ 共有部分（ドアの取っ手・ノブ・ベッド柵など）はアルコールや界面活性剤入りの消毒液

で拭きましょう。物に付着したウィルスはしばらく生存します。 

◆ トイレや洗面所は通常の家庭用洗剤ですすぎ家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう 

◆ 洗浄前のものを共用しないようにしないでください 

 ・特にタオルは、トイレ・洗面所・キッチンでは共有しないように注意してください。 

  

汚れたリネン・衣服を洗濯しましょう 

◆ 体液で汚れた衣服・リネンを取り扱う際は手袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で洗

濯し、完全に乾かしてください。 

 ・糞便からウィルスが検出されることがあります 

  

ゴミは密閉して捨てましょう 

◆ 鼻をかんだりしたティッシュは、すぐにビニル袋に入れて、室外に持ち出すときは密閉し

て捨ててください 

 ・そのあとは直ちに石鹸で手を洗いましょう 

  

✔ ご本人は外出を控えてください。ただし、自宅の庭など他人と接触するリス

クのない場所であれば構いません 

✔ ご家族・同居されている方も不要不急の外出を控えてください。そして、熱

を測るなど、健康観察を行い、特に咳や発熱などの症状のあるときには、指

定された電話をかけて方法などを相談してください 
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